
下諏訪町老人福祉センターの指定管理者として 

社会福祉法人下諏訪町社会福祉協議会を候補者とした理由 

 

 

下諏訪町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第２項「町

長は、公の施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成するため、第２条による公

募によらず、出資団体等を指定管理者の候補者として選定することができる。」

の特例を適用することが適当。 

【非公募の条件】公共施設指定管理者の選定基準 ①及び②の(1)・(3)に該当 

 

 

○老人福祉センターの設置目的 

高齢者に関する各種相談に応ずるとともに、健康の増進、教養の向上及びレク

リエーション並びに介護予防等のための便宜を総合的に供与する施設。 

 

 

○社会福祉法人下諏訪町社会福祉協議会を候補者とした理由 

 

１．平成１８年４月１日から現在まで、指定管理者として当該施設の管理運営を

継続して行っており、施設内容及び管理方法等を熟知している。 

 

２．法人が保有している資源（人、物、事業）を活用した健康増進や介護予防事

業、各種イベント等を実施している。これらの取組を多くの高齢者が集う老人

福祉センターで実施することは効果的であり、同法人は施設の設置目的を十

分に理解し、その達成に向けて組織的に管理運営を行っている。 

 

３．「老人福祉センター」の指定管理を担うことで、「社協地域福祉推進係」及び

「地域包括支援センター」の関連事業との連携・調整等により効率的な運営が

可能である。 

 

４．当該施設は、老人福祉法に基づき高齢者福祉の推進を目的として設置されて

おり、利用料金を無料または低廉に抑え、高齢者が利用しやすい施設とするこ

とが求められている。その性質上、収益事業としての展開は困難であるため、

公共的な団体による管理運営が望ましい。 


